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計画

・地区防災訓練
・研修会、視察研修

４００人

・自主防災体制づくりの充実
・単位自治体ごとの防災意識の向上

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

338,900

83,000

300

2

2

2

3

達成・未達成
の要因

・地区内小中学校と合同での実施予定
だったが、インフルエンザ流行による学
級閉鎖により防災訓練の実施ができな
かった。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 防災訓練参加人数（人）

目標値/実績値 0

事業内容 ・研修会、視察研修

事業対象者 自主防災会、自治会連合会、地区⺠

参加者数（人） ８５人

事業効果
・自主防災体制づくりの充実
・単位自治体ごとの防災意識の向上

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 667,317

助成金充当額（円） 83,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区自主防災会

事業名 地域防災強化事業



2

計画

・高年者学級開催（10回）
・老人クラブ活動
（健康舞踊、健康体操、シニア健康教
室）

400

・定期的な活動による健康維持を図る
・学習による健康づくりの知識向上と意
識づけ

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

149,600

146,000

300人

1

2

1

2

達成・未達成
の要因

・会員出席率は、天候の影響で８０％と
なったが、途中参加者の増加もあり目標
値は達成できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 高年者学級（人）

目標値/実績値 300人

事業内容
・高年者学級：10回開催、参加率80％
・老人クラブ活動：会員参加率100％

事業対象者 藤山地区６５歳以上

参加者数（人） 600

事業効果
・健康に対する意識向上      ・
活動参加者増加

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 149,600

助成金充当額（円） 146,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区老人クラブ連合会

事業名 健康づくり事業



3

計画

・高齢者対象スマホ教室（３回）
・コミュニティ活動事業に対してのボラ
ンティア派遣事業

250

・地域住⺠と学生の交流づくり。
・地域行事に対してのボランティア活動
の取組と参加。

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

30,000

30,000

150

2

1

2

2

達成・未達成
の要因

３回実施し、同一参加者は減少し、毎回
の新規参加が増え、参加者の満足効果は
みられた。しかし、市主催や他地区のス
マホ教室もあり、参加人数は前年度より
減少した。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 スマホ教室（人）

目標値/実績値 120

事業内容

・高齢者対象スマホ教室：３回実施
・コミュニティ活動事業（運動会、ふれ
あいまつり、全市一⻫空き⽸回収、スマ
ホ教室、さくらまつり）：９回実施

事業対象者 藤山地区住⺠、地区内の中学校、高等学校、⼤学

参加者数（人） 200

事業効果

地域行事を通して、地域住⺠と学生の交
流の場が増えた。中学生、高校生、⼤学
生のボランティア活動の参加者が増加
し、地域づくりへの関心が高まった。

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 50,000

助成金充当額（円） 30,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区社会教育推進委員会

事業名 地域学校事業



4

計画

・８０歳以上高齢者世帯への弁当配布
・ふれあい食講座
・藤山小学校新入生入学記念品贈与
・藤山中学校卒業記念品贈与

550

・支援を必要とする人に対し、近所の
住⺠が支えることで住みよい地域とな
る。               ・
地域での福祉活動等の参加。

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

732,700

354,700

420

3

3

3

3

達成・未達成
の要因

高齢者世帯が増加し、弁当配布数が増し
た。自治会単位による高齢者状況把握の
きっかけに繋がった。弁当配布による、
高齢者の評判も良かった。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 高齢者世帯への弁当配布（人）

目標値/実績値 451

事業内容

・８０歳以上高齢者世帯への弁当配布
・ふれあい食講座：21名
・藤山小学校新入生入学記念品贈与：78
名
・藤山中学校卒業記念品贈与：94名

事業対象者

参加者数（人） 650

事業効果
支援の必要な人と近隣住⺠との関わり
が、地域の福祉活動参加により、良い意
識づけになった。

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 732,700

助成金充当額（円） 354,700

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区社会福祉協議会

事業名 社会福祉事業
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計画
・藤山だより（⽉１回発行）
・藤山地区運動会
・藤山ふるさとまつり
・３世代交流輪飾り作り
・ウォーキングラリー
・さくらまつり

2,400

・幅広い年齢層でのコミュニティ事業の
参加。
・地区内の学生ボランティア活動を通じ
行事参加の推進。

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

1,793,880

541,000

2,000

3

3

3

3

達成・未達成
の要因

６事業、すべて開催し目標値が達成でき
た。コロナによる活動制限がなくなり、
コロナ前の行事規模に近い内容で開催し
評判が良かった。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ６事業（人）

目標値/実績値 2,000

事業内容

・藤山だより（毎⽉発行年１２回）
・藤山地区運動会
・藤山ふるさとまつり
・３世代交流輪飾り作り
・ウォーキングラリー
・さくらまつり

事業対象者 藤山地区住⺠

参加者数（人） 2,400

事業効果

地区住⺠から多数の参加があり、交流が
図れた。また、学生ボランティア活動を
推進し、地区内の学生が多く参加し、ボ
ランティアを通して幅広い年齢層の地域
活動参加に成果がみられた。

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 1,793,880

助成金充当額（円） 541,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区コミュニティ運営協議会

事業名 コミュニティ運営事業
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計画

・市⺠ソフト・バレー⼤会参加
・藤山親睦３００歳ソフトボール⼤会
・チャレンジデー２０２３参加
・藤山インディアカ⼤会
・３世代交流スポーツ⼤会

８００人

・体育振興の推進による、地区⺠の健康
づくりの増進

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

388,600

184,000

600

3

3

2

2

達成・未達成
の要因

⼤会参加に向けて練習計画を立て、地域
住⺠の積極的な参加がみられた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ⼤会に向けた練習参加人数（人）

目標値/実績値 600

事業内容

・市⺠ソフト・バレー⼤会、予選会
・藤山親睦ソフトボール⼤会
・ウオーキング講習会、１ヶ⽉記録会
・藤山インディアカ⼤会
・ボッチャ⼤会 ・ラジオ体操

事業対象者 藤山地区住⺠

参加者数（人） ８００人

事業効果
・地区⺠の健康づくり
・地区⺠の親睦、交流の機会の増加

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 388,600

助成金充当額（円） 184,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区体育振興会

事業名 体育振興事業
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計画

・交通安全週間早朝立哨（春夏秋）
・小学１年生交通指導、記念品贈呈
・交通講習会
・交通安全県⺠運動活動（立哨、PR）
・地区コミュニティ行事での交通整理

５００人

・交通安全への意識向上。
・交通事故ゼロ、防止の安全な地域づく
り。

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

401,600

131,600

２００人

2

2

2

2

達成・未達成
の要因

役員全員で交通安全啓発に取り組めた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 交通安全週間早朝立哨、啓蒙活動参加人数（人）

目標値/実績値 500人

事業内容

・交通安全週間早朝立哨
・小学１年交通指導、４年自転車教室
・記念品贈呈  ・交通講習会
・交通安全県⺠運動活動
（春夏秋のパトロール 各10⽇間）
・地区コミュニティ行事での交通整理

事業対象者 藤山地区住⺠

参加者数（人） ６７人（役員）

事業効果

春夏秋の安全週間パトロールや安全旗掲
出、マスコット配布を実施し、地域住⺠
への交通安全に対する意識付けができ
た。

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 324,000

助成金充当額（円） 131,600

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 宇部市交通安全協会藤山分会

事業名 交通安全事業
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計画

・藤子連ドッチビー⼤会
・リレーマラソン⼤会
・霜降山登山
・ボーリング⼤会
・ジュニア応援隊

150

・新しい形の子ども会運営の構築
・学校募集による参加者の増加

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

87,780

72,300

150

2

3

2

3

達成・未達成
の要因

・参加者の増加
・中学校、地域コミュニティとの連携強
化
・保護者を巻き込んだ行事の企画強化
・事業継続を可能にする組織作り

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 事業参加者数（人）

目標値/実績値 300

事業内容

・藤子連ドッチビー⼤会
・リレーマラソン⼤会
・地域元気応援隊ジュニア結成
・体力テスト王決定戦
・ボーリング⼤会

事業対象者 藤山小学校子ども会会員及び学校募集の会員、その他希望者

参加者数（人） 300

事業効果
・新しい形の子ども会運営の構築
・学校募集による参加者の増加
・中学校や地域との共催による連携強化

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 205,059

助成金充当額（円） 72,300

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区子ども会育成連絡協議会

事業名 子ども会連絡協議会事業
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計画

・人権学習会
（学童１回 地区２回 高年者１回）
・定例協議会（年６回）
・地区人権教育推進⼤会

500

・人権に対する意識向上と知識の拡⼤

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

85,500

55,500

500

2

2

2

2

達成・未達成
の要因

学習会の参加人数は目標値には達成し
なったが、人権の広報内容に重点を置き
活動できた。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 人権学習会（人）

目標値/実績値 250

事業内容

・人権学習会
（学童１回 地区２回 高年者１回）
・定例協議会（年６回）
・地区人権教育推進⼤会

事業対象者 藤山地区住⺠  学童クラブ

参加者数（人） 372

事業効果
人権に対する意識向上と知識の拡⼤の充
実

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 228,982

助成金充当額（円） 55,500

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区人権教育推進委員協議会

事業名 人権教育推進事業
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計画

・⻘パトによる巡回
・子ども見守りパトロール
・うそ電話詐欺防止の啓発活動
・放置自転車校区一⻫点検
・自転車施錠点検（岩鼻駅、居能駅）

１００人

・うそ電話詐欺に対しての高齢者の意識
づけ
・パトロール等による子どもへの環境安
全効果

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

73,300

44,300

1４回

2

2

2

2

達成・未達成
の要因

全国防犯⽉間で、中学生、宇部警察署生
活安全課との三者で駅の啓発活動を行い
防犯意識への成果があった。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 ⻘パト巡回、自主パトロール（回）

目標値/実績値 14回

事業内容

・⻘パトによる巡回（12回）
・子ども見守りパトロール
（安全マップ作り）
・うそ電話詐欺防止の啓発活動
（さくら会、高齢者へチラシ配布）
・放置自転車校区一⻫点検
・自転車施錠点検（岩鼻駅、居能駅）

事業対象者 地区住⺠

参加者数（人） 120

事業効果
・高齢者への意識づけ効果の充実
・子どもたちの登下校時の安全安心行動
に注意を払うようになった

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 73,300

助成金充当額（円） 44,300

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区防犯指導員連絡協議会

事業名 地域防犯強化事業
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・岩鼻公園清掃整備（年３回）
・全市一⻫空き⽸等回収（年２回）
・厚東川清掃作業
・研修会

５００人

・地域住⺠の環境衛生に対する取り組み
意識の向上と知識の習得
・地域に根付いた環境美化活動の参加

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

580,110

180,000

４５０人

3

3

2

3

達成・未達成
の要因

予定した事業は概ね実施された。但し、
１１⽉予定の岩鼻公園清掃は整備がされ
た後だったため中止した。
※３⽉岩鼻公園清掃は、過去の実績に基
づき見込み数とした。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 岩鼻公園清掃、空き⽸等回収、厚東川清掃参加人数（人）

目標値/実績値 ３８４人

事業内容

・岩鼻公園清掃整備（6⽉、3⽉）
・全市一⻫空き⽸等回収（7⽉、10⽉）
・厚東川清掃作業（10⽉）
・研修会（支部内9⽉、支部外11⽉）

事業対象者 藤山地区住⺠

参加者数（人） 446

事業効果

地域の成人者はもとより、教育機関の理
解と協力のもと、小学生から⼤学生に至
るまでの参加も増え、環境意識の輪が着
実に拡⼤傾向にあると見受けられる。

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 462,500

助成金充当額（円） 180,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 環境衛生連合会藤山支部

事業名 生活環境・保健衛生向上事業
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・定例会開催（⽉１回）
・街頭補導の実施
・校区内環境点検
・研修会

・街頭補導の声掛けによる、子どもへの
安心安全の拡⼤

令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

78,600

39,000

２４回

2

3

2

3

達成・未達成
の要因

天候、勤務、家事都合で、街頭補導に取
り組めないことがある。

実績に伴う評価
1：不十分
2：効果的
3：非常に効果的

地域貢献(課題解決・魅力創出)につながる活動になりましたか

助成金を有効に活用できましたか

多くの住⺠の参加が得られましたか

今後も事業継続できますか

主
な
事
業
指
標

指標名 街頭補導の実施

目標値/実績値 ２４回

事業内容

・定例会開催（⽉１回）
・街頭補導の実施（⽉２回）
・校区内環境点検
・研修会
・地区行事参加

事業対象者 藤山地区住⺠

参加者数（人） ２５０人

事業効果
・街頭補導の声掛けによる、子どもへの
安全安全の拡⼤
・岩鼻駅、居能駅、藤山地下道の清掃

事業期間 令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

予算額/決算額（円） 86,278

助成金充当額（円） 39,000

項目 実績

地域創生事業助成金 実施計画書兼実績報告書（事業別）
（地域活動支援事業及び地域計画推進事業）

事業実施団体 藤山地区ふれあい運動推進員会

事業名 子ども１１０番の旗を設置する事業


